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今号は学外フェアなどへの出展に関するご報告（３
件）を中心にまとめています。公募案内は次号に掲載い
たします。

社会連携センター

産学官連携推進部門発行
liaison@cc.nara-wu.ac.jp

１．『第6回元気企業ビジネスフェア NANTO』に出展しました。

たします。

大学近隣の風景写真（奈良女子大学メールマガジンより抜粋）

１２月４日、５日に「マイドーム大阪」で開催されました南都銀行主催の「第６回元気企業ビジネスＮＡＮ
ＴＯ］に出展しました。地域密着型のビジネスフェアということで、理学部鈴木孝仁教授「奈良八重桜酵母の
分離」と「ひのき消臭効果」 生活環境学部山口智子助教「地域資材（奈良漬）展開プロジ クト」 そして分離」と「ひのき消臭効果」、生活環境学部山口智子助教「地域資材（奈良漬）展開プロジェクト」、そして
平成１８年度に採択されました「可視化コンテンツクリエイタ養成プログラム」のご紹介を行いました。同じ
建物の階下では池田銀行主催のビジネスフェアを開催されていることもあり、毎年来訪者が多いことがこのフ
ェアの特徴です。

南都銀行西口頭取 会議場様子オープニングの様子
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２．『アグリビジネス創出フェア』に出展しました。

１２月１２日に「ＯＭＭ２階展示Ｃホール」で開催されました近畿
農政局主催の「アグリビジネス創出フェア］に出展しました。理学部教
授鈴木孝仁「奈良八重桜酵母の分離」と「ひのき消臭効果」、理学部准
教授遊佐陽一「大和川における外来種スクリミンゴガイと在来天敵相」

理学部准教授差等宏明「シカの採餌が招いたイラクサの刺毛形質の進、理学部准教授差等宏明「シカの採餌が招いたイラクサの刺毛形質の進
化」のご紹介を行いました。今年から会場を変更したこともあったので
しょうか、フェアへの来場者が昨年度よりかなり少なく、その分ブース
を訪れられた方はゆっくりと説明を聞いておられました。

本学展示ブース↲

本学展示ブース↳ 本学展示ブース↴ （学生説明中）本学展示ブース↵

３ 『ものづくりメッセ大和高田２００７』に出展しました３．『ものづくりメッセ大和高田２００７』に出展しました。

１１月１７日から２日間行われまし
た「ものづくりメッセ大和高田２００
７」への大学ブース出展の様子です。
写真は搬入時のものです。ご家族連れ
でのご参加が多いということで、府省
採択の事業や、大学メールマガジンと
いった大学案内を中心に設営しましたいった大学案内を中心に設営しました
。大学ＰＨＯＴＯメッセージや研究紹
介集の冊子は最終日の午後を待たずに
なくなりました。この２日間は、生活
環境学部の学生が大和高田市からの依
頼で地元企業の商品や展示ブースなど
について学生の感覚としてコメントを
つける作業を行っています。

本学展示ブース↲ 本学展示ブース↳



４．日刊工業新聞社主催「第２回モノづくり連携大賞 【特別賞】」受賞

「第２回モノづくり連携大賞」（日刊工業新聞社主催、新エネルギー・産業技術総合開発機構＝ＮＥＤＯ共
催、中小企業基盤整備機構特別協力）は、合計５６件の応募案件について審査委員会（小宮山宏委員長＝東京
大学総長）にて審査され、大賞以下、計１０件が選定されました。

本学からは、生活環境学部食物栄養学科助教山口智子、生活環境学部現代ＧＰ（平成１７年採択：地域の変
革を促す女性人材育成プログラム －歴史的市街地に立地する大学を地域社会変革の拠点とする－）推進室を核
に行 ております【地域資財（奈良漬）展開プロジ クト】が「特別賞」をいただきました 「奈良漬に学生に行っております【地域資財（奈良漬）展開プロジェクト】が「特別賞」をいただきました。「奈良漬に学生
の感覚とアイデアでアプローチした地域色豊かな取り組み」と評価をいただいております。

◇受賞案件 地域資財（奈良漬）展開プロジェクト
◇受賞対象者 奈良女子大学、奈良県、植村牧場、JA奈良支店朝市組合

今西本店、辰巳屋、奈良屋本店、森奈良漬店、山崎屋
奈良市内中心商店街

社会連携センターではこの『地域資財（奈良漬）展開プロジェクト』に関しま
しては、学外ＰＲやモノづくり連携大賞への応募申請書の作成などをサポート
させていただきました。

左より現代GP推進室 森田尋子 元学生代

授賞式と、受賞者プレゼンテーションの様子

左より現代GP推進室 森田尋子、元学生代

表（現：カゴメ株式会社）渡邉紋子さん、生活
環境学部 助教 山口智子、社会連携セン
ター特任准教授 藤野千代の４名です。

５．コーディネーター
お勧めグッズいろいろ

↑全学仕様の紙ファイル

大学メールマガジンで紹介した

↑全学仕様の紙ファイル。

産学官連携推進部門 スタッフ 城和貴（人間文化研究科） 相馬秀廣（文学部） 遊佐陽一（理学部） 今岡春樹（生活環境学部）
鍛治幹雄（社会連携センター） 藤野千代（社会連携センター ） 吉田和男（研究協力課） 森田淳（研究協力課 研究協力係）
境雅歳（研究協力課 研究協力係） 川村泰史（研究協力課 社会連携推進係）

↑研究紹介集
２００６－２００７

←大学メールマガジンで紹介した
写真が満載のPHOTO MESSAGE
追加増刷しました。

↑オリジナルノート
↑手提げ紙袋（学生からも
お洒落と好評です）


